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測定範囲

電孡的ⴓ鍑能

粸鵤し性

測定方式 マイクロ波を用いた位相差法

電　　彁 AC1007～AC2407、50/60H[

消費電力 秈257A

出力信〾 濃度測定出力（4～20mADC）、濃度計異䌢または保守⚥信〾

Ⰵ力信〾 外部連動Ⰵ力信〾、濃度補正係数切換信〾、㼪電桦補正信〾

タイプ 垥彊䕎

設定ステップ 0.1TS

垷亻鑐液での
確钠可能ⴓ鍑能

〡　　䖇 50mm、80mm、100mm、150mm、200mm、250mm、300mm

濃度測定範囲♴側（4mA） 50mm ： 0～48�TS、　80mm～300mm ：0～49�TS

変換器⽃体の粸鵤し性 50mm ： p0.02�FS、　80mm～300mm ： p0.01�FS

フルス؛ール2％TS⟃上のとき p2�FS

変換器⽃体のⴓ鍑能 50mm ： 0.002�TS、　80mm～300mm ： 0.001�TS

圓　　鸡 検出器 ： +IS C 0920꣇嵴䕎、  変換器 ： +IS C 0920罣水䕎

流体㼪電桦  50mm：20mS/cm⟃♴
 80mm：16mS/cm⟃♴

100mm：15mS/cm⟃♴
150mm：10mS/cm⟃♴

200mm：  8mS/cm⟃♴
250mm：  8mS/cm⟃♴
300mm：  6mS/cm⟃♴

垷亻鑐液での確钠可能ⴓ鍑能 50mm ： 0.1�TS、　80mm～300mm ： 0.05�TS

フルス؛ール2％TS劢弫のとき 80mm～300mm ： p4�FS

濃度測定範囲上側（20mA） 50mm ： 2～50�TS、　80mm～300mm ：1～50�TS

スパン範囲※1 50mm ： 2～50�TS、　80mm～300mm ：1～50�TS

液体庛度（ⲵ穠しないこと） 0˫～100˫

※1  スパン＝濃度測定範囲上側－濃度測定範囲♴側
※2  TS（Total Solids）：Ⰻ㔿䕎ⴓ＝溶鍑性物質ꬊ溶鍑性物質。なお、㔿䕎ⴓ⟃外にも䠬度を剣する場合があります。

主な➬圫

免顑✲갪
⟃♴のような䴦㹱に関しては免顑されるものとさせていた׌きます。
Ӫ抟拄、㖑ꩍ、痥♲罏による行捀、׉の➭の✲佦、⢪用罏の佦意または過㣟、誤用、׉の➭異䌢な勴⟝♴での⢪用により生じた䴦㹱
Ӫ本醡品の⢪用または⢪用不能から生׆る付ꥤ的な䴦㹱（✲業利渣の䴦㣟、✲業の⚥断など）

Ӫ記載内容は、設計変更׉の➭の利用によりお断わりなく変更させていた׌くことがあります。
Ӫこのカタログは、201�䎃�剢現㖈の➬圫を記載しております。 H15004V T2018-10

Ӫ品質保証システム
　㕂ꥷ規呓ISO9001钠証幥

ӪISO 14001 钠証幥

Ӫこの醡品は、♧菙欵業機器（各種プロセスⵖ䖴、醡鸡ラインⵖ䖴水Ⳣ理倵設な
ど）のシステムに⢪用されることを意㔳して設計、醡鸡されたものです。➂ㄏに直
接かかわるような朐屣の♴で⢪用される機器や׉の機器のろまれているシステ
ムに用いられることを湡的として設計、醡鸡されたものではありません。この醡品
を׉れらの用途に׀⢪用の場合には、✲⵸に㌀業璞〡に׀相锑く׌さい。

Ӫこの醡品は、⿑ꅾな品質管理のもとに醡鸡しておりますが、部品の佦ꥺなどにより、➂ㄏにか
かわるような設⪒やꅾ大な影響が✮測される設⪒への黝用にꥷしては、システムの麊用・維
持・管理に関して、㸜Ⰻなシステムを圓眠するための暴別な配䣁を倵してく׌さい。

Ӫこの醡品は、電孡工✲・据付工✲などが必要です。お顠い上־の顋売䏄や㼔Ꟍ業罏、䔲爡顋
売䬐䔲に׀相锑く׌さい。工✲に不⪒があると、䠬電や抟拄の原㔓になります。

Ӫこの醡品を׀⢪用の⵸には、関連の取䪔铡明書をよくお読みになり、正しくお⢪いく׌さい。

㸜Ⰻにꟼׅる׀岣䠐
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減衰測定方式
汚れなどの異物による減衰⊿E 2に
よってプラスの測定誤差が発生（場合
によっては測定不能)

マイクロ波による位相差方式
汚れなどの異物があっても位相には
影響がなく、正しく確実な測定を実現

LQ600

濃度計変換器濃度計検出器

計器室
計器（負荷）

⊿E3

コンフィグレータ
（オプション）

主な適用例

マイクロ波による位相差方式により信頼性の高い濃度測定が可能になりました。

HART※プロトコルを用いた通信機能を搭載しています。
4～20mADCの電流出力ラインにハンドルヘルドターミナル
を接続することによって、遠隔からの操作が可能です。各種パ
ラメータの読み取り・設定、ゼロ点校正、スパン校正、設定値
の読み取り、自己診断、センサ情報の読み取り等の各種機能
を持っています。

汚れなどの影響を受けにくい上、測定原理上、位相差と濃度との
間には良好な直線関係があるため、低濃度から高濃度までの広
い範囲にわたり、高精度な測定を実現します。

可動部や、管内への突起部がなく、高い信
頼性と優れたメンテナンス性を実現してい
ます。また、可動部がないので、消耗部品に
対する維持費が大幅に削減されます。

配管に取り付け、管内を流れる液体の濃度を連続測定できます。

測定原理上流速の影響を受けません。流速変化にともなう実濃
度の変化にもマイクロ濃度計の指示は追促します。

流速に影響されない測定

通信機能搭載

濃度計を保守しやすい場所に据え付けることができる場合
には、濃度計本体側のキーで必要な操作が容易にできます。

漏洩電波を微弱に抑え、電波法で規
定される「免許を要しない無線局」
としています。

濃度計本体側でも操作可能

使用免許が不要

汚れなどの影響を受けにくく、正しく確実な測定を実現

信頼性と優れたメンテナンスを実現

インラインでの連続測定が可能

紙パルプ分野
各種パルプ ： L材／N材／古紙／麻パルプなど
各種填料 ： 炭酸カルシウム／酸化チタン／
   酸化亜鉛／タルクなど
パルプ汚泥、各種パルプと各種填料の混合物、
塗工紙用塗料など

特  長

建材分野
内装・外装用ボードの原料（パルプ／セメント／
スラグ／無機物繊維／シリカ／セルロース粉末／
凝集剤などの混合物）
水溶性塗装など

その他
生コンスラッジ水／ホウ酸／澱粉（コーン・じゃがいもなど）

測定原理
清水（濃度0％）でのマイクロ波透過波の位相θ1と、被測定液での
マイクロ波透過波の位相θ2の差（位相差）が、被測定液の濃度と
直線関係にあることを利用して濃度を測定します。

（注記）（財）テレコムエンジニアリングセンター発行の
「微弱電波機器性能証明書」を取得しています。

（注意）
ハンドへルドターミナルは別売となります。
HART※プロトコル
“HARTプロトコル”とはHighway Addressable Remote Transducerの略で、
HCF（HART COMMUNICATION FOUNDATION）が推奨する工業センサ用通信プロトコルの名称です。

マイクロ波濃度計は、マイクロ波の伝播速度が、

被測定対象の濃度に応じて変化することを基本原理とした

「東芝独自のマイクロ波位相差方式」によって、

管内に流れる各種液体の濃度を測定する計器です。

透過波の減衰度合から濃度を測定する方式と異なり、

汚れなどの影響を受けにくく、

さらに測定原理上、流速の影響を受けないため、

フィールドでの測定精度が実質的に向上しました。

また、可動部や管内への突起部を持たないため、

高い信頼性と優れたメンテナンス性を実現しました。 信頼性の高い濃度測定、濃度補正係数切換（測定液変更に対応）、
通信機能などのインテリジェント機能を持ち、多くの用途で、
幅広い濃度測定のニーズにおこたえします。

標準形マイクロ波濃度計




